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-  

適応車種 ハイエース/レジアスエース 15.01~ 

約0.5時間 
-  

 

 

取付参考時間 
 

作業難度 
 

①  パーツ交換/取付                

②   車体加工あり            

③  専門知識が必要     

④     分解整備                      

必要工具 
 

スパナ・メガネレンチ(HEX14) 

潤滑油 

プライヤー 

マフラー取付要領書 

このたびはBATTLEZマフラーをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 

本書はマフラーを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。 

＜ 作業後は本書を製品の使用者様にお渡ししていただき、使用者様は本書を大切保管してください。 ＞ 

  

部品構成 

構成部品名称  数量  構成部品名称  数量  

① テールパイプ 
  ④ メタルガスケット 

  

② マフラー 
  ⑤ フランジ付ボルトM１０-35 

  

③ セミメタルガスケット 
-   ⑥ フランジ付ナットM１０ 

  

① 

② 

④ 
③ 

⑤ ⑥ 
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このたびはJAOS製品をお買い上げいただきまことにありがとうございます。 

本書は製品を取り付ける場合の取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付け、取り扱いを行ってください。 

＜ 作業後は本書を製品の使用者様にお渡ししていただき、使用者様は本書を大切保管してください。 ＞ 

取り付け・取り扱い上の注意事項 

安全な作業を行っていただくため、特にお守りいただきたいことを次のマークで表示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡又は重傷を負う可能性が想定される危険な状況を示します。 

この表示を無視して、誤った取扱をすると、人が軽傷又は中程度の傷害を負う可能性が想定される危険な状況、および 

物質損害の発生のみが想定される状況を示します。 

取り付け作業を行う前に 

この表示は効率よく作業を行っていただく上で知っておいていただきたい作業手順や扱い方法を示します。 

商品お受け取り時のお願い 

商品の状態、付属パーツの有無を必ずご確認ください。 
・商品のお受け取り後に万が一破損または故障をしていたり、ご注文の商品と異なる場合は速やかに下記お問い合わせ

先へご連絡ください。1週間以上経過してしまった場合、初期不良保証の対象外となります。 

取付要領書を必ずお読みください。 
・取付要領書に記載されていない使用方法、取り付け方法または他社製品との併用、別パーツの流用や改造、 

適応車種以外への装着は絶対に行わないでください。 

記載を守らなかったために発生した破損、事故、損害などに関して弊社は一切の責任を負いかねます。 

・本製品の交換作業については、取り付けた作業者が責任を負いかねますので、本書を読んでいただき、理解した上で 

作業を行ってください。 

取り付ける車両の安全を確認してください。 
・エンジンが運転状態、平らではない場所、薬品や火気を扱う場所での作業は絶対に行わないでください。 

・走行直後の車両への作業は避け、エンジン周辺、マフラー、ブレーキ周辺などの温度が冷めた事を確認し、作業を 

行ってください。 

・車両下側部分の作業時に車両を持ち上げる場合は、必ず自動車専用のリフトを使用してください。 

・車載ジャッキを使用しての作業は危険なので絶対に行わないでください。 

・車両が不安定な状態での作業は危険ですのでリジットラックなどを使い安全を確保してください。 

 

分解整備は設備の整った自動車整備工場で行ってください。 
・作業難度が「④分解整備」の場合は必ず地方運輸局長の認証を受けた自動車整備工場で、整備資格を持った 

整備士の方が作業を行ってください。 

安全に作業を行うために 

純正部品の脱着はメーカーの修理書にしたがい行ってください。 
・本文中での純正とは自動車メーカー標準装着品を示しています。 

自動車メーカーの修理書（サービスマニュアルなど）の作業手順にしたがい作業を行ってください。 

・純正部品を再使用する場合がございますので、復元する際に間違えないよう配慮し、紛失しないように保管してください。 

・本書で指示した部品以外は、取り外さないように注意してください。 

製品は丁寧に扱ってください。 
・製品に、装着前または装着中の落下等の強い衝撃を与えないでください。変形して確実に取付できなくなる場合が 

ございます。 

・製品を持ったまま不用意に車両に近付くとボディ等に傷を付ける恐れがございますので十分注意してください。 

必要な場合は表面保護フィルムなどで製品を覆い、取付作業を行ってください。 

作業に適した服装で作業を行ってください。 
・全ての作業は作業服、作業帽、作業用ゴーグル、作業用手袋を着用し行ってください。 
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中古品売買、譲渡や廃棄について 

お問い合わせ先 

株式会社ジャオス 
〒３７０‐3504 群馬県北群馬郡榛東村広馬場3586‐1 TEL 0279-20-5511 FAX 0279-20-5549 

. - - - - - - - -  
-  

中古品売買、譲渡は以下の点を理解した上で行ってください。 
・弊社の商品は一見同じような外見に見えても、車種、年式やグレード別に非常に細かく設定されています。また品質 

向上や自動車メーカーの小変更に対して商品自体の仕様変更を行っています。 

中古品売買や譲渡の場合、取り付けブラケットや付属品、書類（取付要領書、規制対応製品証明書など）などが 

揃っていないケースが多々あり、商品の画像を添付したメールやファックス、電話でお問い合わせされる方もおられます

が、弊社では推測でお答えするしかなく、その返答に対しても一切保証し兼ねます。 

・現在、取付要領書のご請求については当サイトからのダウンロードで対応させていただいておりますが、販売時期や 

仕様変更等で同じ商品でも内容が異なる場合がございますのでご了承ください。 

・万一不具合が生じている場合は、そのままでの使用を止め、お買い求めの販売店又は弊社へご相談ください。 

・中古品販売または譲渡される場合は必ず付属品、書類の有無をお伝えてください。 

製品の廃棄は専門家に相談してください。 
・不要になった製品や自動車部品を破棄する場合は、自動車整備工場や自動車部品解体業者などの専門家に相談

してください。 

点検整備を行ってください。 
・長距離走行後や月に1度は各締め付け部の緩みや破損部分が無い等を点検していただき、必要に応じて増し締めを

行ってください。 

・万一不具合が生じている場合は、そのままでの使用は避けてお買い求めの販売店又は弊社へご相談ください。 

薬品などの付着に注意してください。 
・油脂類（ブレーキオイル、エンジンオイル、グリース、ガソリン、軽油）、有機溶剤などの薬品（塗装用シンナー、バッテリー液 

など）を付着させると、変色、シミの原因となりますので絶対に避けてください。 

万一付着した時は、すみやかに中性洗剤の水溶液を用いて柔らかい布又は、セーム皮などで拭き取り、よく洗い流して

ください。 

使用荷重の範囲内で使用してください。 
・荷重制限のある製品については、使用荷重80ｋｇを想定して設計されています。これを超える荷重での使用は車体側の

取付面の破損、またはその破損による使用者の落下・転倒などの大きな事故が起こる可能性があります。 

走行時は以下の点に注意してください。 
・フロアラインから大きくはみ出る製品（マッドガードやスポイラーなど）を装着した場合、路面とのクリアランスが狭くなり、 

縁石などの段差に干渉し易くなります。 

・積雪時にラッセルしたまま走行したり、凍結(着氷)状態で使用した場合、温度変化に弱い樹脂製パーツなどは破損、 

脱落する可能性があります。またそれらを巻き込み、車両や取り付けた製品及びその関連部品が破損する恐れも 

ありますので十分注意し、必要な場合は製品を取り外してください。 

使用上の注意事項 

－ 当製品は改良のため、仕様及び形状等を予告なく変更することがございます。 － 

製品について 

必ず規定の締め付けトルクにて締め付けを行ってください。 
・締め付けトルクの指示がある場合には、トルク調整のできないエアーや電動工具などを使用せずに、手締め工具で締め、

最後にトルクレンチなどを使用し規定の締め付けトルクになる様、締め付けを行ってください。 

取り付け後には必ず取り付け確認と走行テストを行ってください。 
・全体の取り付けが完了したら車体を揺さぶり、異音がしないかを確認してください。 

・各ボルトの締め付け部をもう一度締め付け、増し締めされているかを確認してください。 

・取り付け確認後は必ず走行テストをし異音や操縦に問題ないかを確認してください。 

異常を感じた場合は速やかに使用を中止し、自動車整備工場等で点検を行ってください。 

取り付けについて 
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×   201 商品名 

車 種 

適 応 (ⅲ)性能等確認済表示(登録性能等確認機関が確認した交換用マフラーに行う表示) 

マフラー底部 

承認番号 

180217/21129C 成績表番号 

性能等確認済表示 

20182146  ２ＴＲ-FE 

対象商品 

対象車両 

【本紙は継続検査時に必要となる場合があります。車検証等と一緒に大切に保管してください】 

性能等確認済表示付製品 
当製品は以下の内容で規制に対応している事を確認しています。 

■お問い合わせ先 

２０１８２１４６ 
2TR-FE 

201 ロットＮｏ.(4桁) 

当製品は国土交通省の認定を受けた登録性能等確認機関である「JQR」の試験に合格しています。 

 

下記の通り、「性能等確認済表示」をマフラー底部へ表示しています。 

また、製品が分割ピースの為、「識別マーク」をテールパイプ底部へ表示しています。 

トヨタ ハイエースバン/レジアスエースバン CBF＆3BF-（TRH211K/TRH216K） 

トヨタ ハイエースワゴン          CBA&3BA-（TRH214W/TRH219Ｗ） 
※いづれも6AT車に限る 

テールパイプ底部 

平成22年4月以降の生産車 法令適応年式 

識別マーク 

ロット№(4桁) 
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取付要領 

1.純正マフラーを取り外します。 
※図中や文中の○数字は構成部品のナンバー、●数字は作業の順番を示しています。 

・純正マフラー、マフラーを吊っていたエキゾーストパイプサポート（吊りゴム）を取り外します。      

 

※純正マフラーを吊っていたエキゾーストパイプサポートは再使用します。 

 

エキゾーストパイプサポートの取り外しは潤滑油を塗布しプライヤーなどで取り外すと簡単に取り外

しができます。 

 

劣化したエキゾーストパイプサポートは使わないでください。パイプの脱落や破損の原因となりますの

で、必ず新しい物と交換してください。 

・純正エキゾーストパイプサポートを車体側へ取り付

けます。 

 

・マフラー②を車体へ仮掛けします。(➊) 

 

・テールパイプ①を車体へ仮掛けします。(➋) 

 

テールパイプを車体へ仮掛けたら、その

まま次項の作業を行ってください。 

 

 

2.マフラーとテールパイプを車体へ仮掛けします。 

3.テールパイプとマフラーを接続します。 

マフラー②側 テールパイプ①側 

・テールパイプ①を支持しながら、マフラー②とテール

パイプ①の間にメタルガスケット④を挟み、ボルト

⑤・ナット⑥にて仮組みします。 

 

ボルトの増し締めは指示があるまでは

行わないでください。 

本書の「仮組み」とは、工具を使わず手などで締めて

いき、脱落などは起きないが止めている物同士が多

少動き、調整が出来る程度の固定を指します。 

④ 

②マフラー 
 

①テールパイプ 
 

⑤ ⑥ 

⑤ ⑥ 

➊ 

➋ 

4.純正パイプとマフラーを接続します。 

⑤ ⑥ 

③ 

⑤ ⑥ 

純正パイプ側 マフラー②側 

・純正パイプとマフラー②の間にセミメタルガスケット

③を挟み、ボルト⑤・ナット⑥にて仮組みします。 
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5.位置確認・調整とボルト類の増し締め 

ボルト類を締付ける場合は２点を交

互均等に締付けるようにしてください。 

偏った増し締めをするとガスケットがうまく密着せ

ずに排気漏れを起こす原因となります。 

・各マフラーパイプの位置関係をフランジ部やパ

イプサポートなどで調整しながら仮組みした箇所

のボルト類を増し締めします。 

増締め時の締付トルク： 40N・m～50N・m 

1. 全体の本組付けが完了したら、もう1度確認のためマフラーを揺さぶって各部のクリアランスを点検してください。 

 

2. エンジンを始動して暖機し、2000rpm～2500rpmに回転を上げ、各フランジからの排気ガス漏れや異音がしない

か確認してください。 

 

3. 試運転して再度、各フランジからの排気ガス漏れや異音が無いか確認してください。 

 

4. 1～3の項目に不具合があったら最初から締め直してください。 

装着状態の確認 

各所でクリアランスは十分確保してください。接触及び近接していると、異音や排気熱による樹脂

製品等の変形･熔解の原因となります。 

初版 

第3版 

2018年11月15日 

2021年9月21日 

フランジ部やパイプサポートなどで調整 


